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都市の終わりと始まり
- 消費活動を越えたマーケットの提案 -
BEGINNING AND END OF THE CITY
PROPOSAL OF MARKET BEYOND CONSUMPTION ACTIVITIES
吉田育未
Ikumi YOSHIDA
主査　下吹越武人 副査　浜田英明・渡辺真理　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
Experience has come to be regarded as importance rather than a substance today. In Shimokitazawa, a 
redevelopment plan that is said to be the end of the city is in progress. Weporpose a revival from the end 
of the city called redevelopment by rebuilding the market to the vast site in front of the station whitch was 
emptied by the Odakyu line underground.
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１．設計背景・概要
　物質ではなく体験が重要視されるようになった現
代。下北沢に、都市の終わりとも言えるような再開
発計画が進行中だ。小田急線地下化により空いた駅
前の広大な敷地にマーケットを再建することで、再
開発という都市の終わりからの復活を提案する。
２．現代の疎外と現代の物語
現代社会における消費者はモデルそのものを消費す
るのではなく、新しいモデルにチェンジしたという
情報そのものを消費する。その結果、人は僅かな情
報を与えられ続けることになり、消費行動を繰り返
す。このような満たされない状況を、國分功一郎は
現代の疎外と呼んだ。
この状況に危機感を感じた１９世紀の人々は、共有
の物語をによって、 人とモノを繋げることを試み
た。現在、情報化が進み共有の物語は完全に失われ
たかのように思われる。しかし個人の記憶や体験が
共有できるようになった今、それこそがひとつの物
語として機能しているのではないだろうか。
３．都市の終わりと始まり
再開発による過剰な道路拡張・新設はその都市その
ものを壊す危険性を孕んでいる。しかしこれまでと
同様にマーケットを起動させることによって、均質
化・無個性化した都市を再出発させることができる
のではないだろうか。そこで小田急線の地下化によ
り巨大な空地が出現した下北沢を敷地と選定する。
４．下北沢
◆変遷
もともとは北沢八幡宮を中心とした農村であり、戦
前より文豪の街として活字文化が栄えていた。
戦火を逃れた下北沢駅前に、住民と外部からの人た
ちで協力して下北沢食品市場と呼ばれるマーケット
ができ、遠くからも人が訪れる街になった。
その後立地により、学生が増えてくると、下北沢音
楽祭が開催され、ライブハウスが出来始め、音楽の
街としての基盤が出来上がる。更にアパートの二階
部分を改装してできた鈴なり横丁を筆頭に劇場の街
として名を挙げ、現在の下北沢の土壌が完成した。
近年では古着屋の街としての一面も持つ。
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下北沢の風景
◆補助５４号線
1946 年、戦後の混乱期に都市計画決定された、幅
26m の巨大道路。2003 年の小田急線地下化の決定
とともに復活する。戦前から構想が有った。しかし
戦前は武蔵野の面影が残る田園だったため、当時と
は環境が全く異なる。
５．提案
◆マスタープラン
現在の都市計画は下北沢のメインエリアを大きく切
断、ビルの乱立、個人事業主の排除、狭い道に車が
侵入するなど、下北沢の魅力を完全に排除すると思
われる。そこでメインエリアを歩行者専用とし、そ
のエッジに自動車などモビリティ拠点を設定するこ
とで現在の街の空間を維持する。
◆プログラム
下北沢は貸しビル運営を行うことによって住職一体
となった形態は失われたが、グラウンドレベルのア
クセスを重点に置くことによって新たな空間構成を
得た。提案するマーケットは、若手クリエーターの
ための発表・販売の場をグラウンドレベルに設け、
上部をその仕事場にする。一体的な利用によってよ
り場所に密な関係を得る。
◆街区形成
既存のネットワークに対して再編するように道を引
き込み、街区形成する。
◆構成
インフラ・寄生グリッド・独立グリッド・サブスト
ラクチャーによって構成される。
・インフラ
生成された街区に挿入される。周囲の建築物に合わ
せた高さを持つ壁と垂直動線、水回りの機能によっ
て構成されていて、より厚い壁を持つことで、寄生
するグリッドはより軽い構成を持つことが出来る。
・寄生グリッド
インフラに寄生し、街の履歴に沿ったグリッドであ
り、道に対する構えを作り出す。人のための場所を
作り出す 1800mm のグリッドと物のための場所を
作り出す 900mm のグリッドがある。
寄生グリッドにサブストラクチャーをはめ込むこと
で、簡易的に増築や減築が行なえる。
・独立グリッド
小田急線を軸に持った独立グリッドにはプレートが
はめ込まれ、雨を凌ぐ屋根、２階３階の床となり、
下部にアクティビティを誘発する。
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・サブストラクチャー
下北沢は建物の道に対する構えと仮設構築物の組み
合わせによって下北沢ならではの空間が生まれてい
る。これら２つの持つ性質を落とし込む。
６．おわりに
ネガティブな要素は全て排除され、全てがクリーン
な公へと変容させられている。しかし我々はその構
造から逃れることは出来ない。
下北沢という人の活動の出現する余地がある都市、
そしてそこから生み出る新たなマーケット空間の可
能性が、予定調和的でない、次へと繋がる新たなも
のを生む結果を期待する。
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